
私たちの生活にとって花は欠かせない存在となっています
が、切り花や鉢花の生産には照明や冷暖房、施設資材など多
くのエネルギーを必要としています。将来にわたって美しい
花を消費者に供給し続けるためには、花き生産における環境
負荷をいかに減らすかが課題となっており、限られたエネル
ギーで効率よく花を咲かせるための研究を行っています。
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一方、日本各地にはその
地方の気候風土に適した在
来の植物があり、その価値
が認められないまま埋もれ
てしまっている植物もたく
さんあります。

研究室では、山形県や
東北地方の在来植物を
利活用するために、そ
の特性の調査や分類・
保存も行なっています。
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